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[機能：オーバーラップ表示 =ON（またはマルチオーバーラップ表示）]スイッチの場合
[機能 : オーバーラップ表示 =ON（またはマルチオーバーラップ表示）]スイッチを入力対象に重ね
て配置すると、スイッチを押すと同時に、オーバーラップが表示され、カーソルも表示します。

（P 7-26参照）
各スイッチを押すたびにカーソルは移動するので、オーバーラップ表示中は [機能：項目選択 ]ス
イッチと同等の動きが可能です。

項目選択メモリによる項目選択

入力対象が配置した場所に、[項目選択メモリ ]を設定することによって、カーソルの移動先として
選択するかしないか、制御することが可能になります。

設定箇所

[□項目選択メモリ ]にチェックを入れて、[項目選択メモリ ]の先頭アドレスを指定します。

*1 [データブロックエリア ]ダイアログの [□項目選択メモリ ]のみ、先頭アドレスと [ワード数 ]
も設定します。

入力対象
設定箇所

種類 配置箇所

数値表示

文字列表示

ベース画面 ［画面設定］→［スクリーン設定］→［入力］メニュー→

［□項目選択メモリ］

ノーマル

オーバーラップ

［ノーマルオーバーラップ］ダイアログ→［細かい設定］

メニュー→［□項目選択メモリ］

マルチ

オーバーラップ

［マルチオーバーラップ］ダイアログ→［細かい設定］メ

ニュー→［□項目選択メモリ ]

コール

オーバーラップ

［コールオーバーラップ］ダイアログ→［細かい設定］メ

ニュー→［□項目選択メモリ］

グローバル

オーバーラップ

［グローバルオーバーラップ設定］ダイアログ→［細かい

設定］メニュー→［□項目選択メモリ］

データブロック

エリア

［データブロックエリア］ダイアログ→［細かい設定］メ

ニュー→［□項目選択メモリ］  *1

表形式データ表示
－ ［表形式データ表示］ダイアログ→［細かい設定］メ

ニュー→［□項目選択メモリ］
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スイッチを押した時にオーバーラップが表示して、

カーソルも押した箇所に表示する

オーバーラップ表示中は、スイッチを押した箇所に

カーソルが移動する

入力画面

数値 1

数値 2

数値 3

数値 4

文字列 1

最大値

最小値

入力値

スイッチ
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7

項目選択メモリの内容（入力対象＝数値表示 /文字列表示の場合）
[項目選択メモリ ]は、次のように [入力対象 ]の [選択順 ]No.と関連付けされます。

0

1

2

3

4

1 1 1 1

2 2 2 2

3 3 3 3

4 4 4 4

5 5 5 5

1 1 1 1

3 3 3 3

5 5 5 5

1 1 1 1

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00
指令メモリ n

MSB LSB

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00n + m

m × 16

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
n + 1

ビット No.
入力対象の選択順 No.

ビット No.
入力対象の選択順 No.

m × 16 + 15

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1

MSB LSB
例 : 以下のような場合

項目選択メモリ  n

無視されます
選択順 Noに対応

ライン A

ライン B

ライン C

ライン D

ライン E

選択順 No.
データ表示は以下の順番で移動します
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項目選択メモリの内容（入力対象＝表形式データ表示の場合）

表形式データ表示の列数によって割付が異なります。

* 表形式データ表示それぞれの [選択順 ]No.は、関係ありません。
行番号、列番号については、[表示機能 : 入力対象 ]のデータ表示があってもなくても同じ番号
となります。作画文字列のみの行・列であっても必ず番号が付けられます。

• 1～ 16列の場合
1～ 16列の場合は 1行あたり 1ワード使用します。
総使用ワード数は、[行数 ]ワードです。

• 17～ 20列の場合
17列以上の場合は 1行あたり 2ワード使用します。
総使用ワード数は、[2 × 行数 ]ワードです。

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00
項目選択メモリ n

MSB LSB

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00n + m

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16
n + 1

ビット No.
1行目

ビット No.
2行目

ビット No.
m行目

列番号

20 19 18 17
15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

MSB LSB

ビット No.
1行目

ビット No.
2行目

ビット No.
m行目

16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

項目選択メモリ

n + 1

LSB LSB

n

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00
n + 3 n + 2

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00 15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00
n + q n + p

列番号


